
　令和４年１２月１３日（火）に、町内
吉川地区にある西川町啓翁桜促成施
設にて関係者による神事やテープ
カットが行われ、県内トップの生産量
を誇る啓翁桜の出荷が、いよいよ始
まりました。
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2023
№123

※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。
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　　　 一　般　会　計　の　主　な　内　容　※1　　　　　　　　

①
新
型
コ
ロ
ナ

　
感
染
症
対
策

テレワーク用職員端末を整備するためのパソコン整備事業委託料 1324 万円、都市部の駅中に「月
山カフェ」をオープンするための出店準備委託料 535 万円、町内の社会福祉事業者を支援する
ための原油価格等物価高騰対策支援事業補助金 760 万円、新型コロナウイルスワクチンのオミク
ロン株対応ワクチン接種案内書郵便料 29 万円、原油価格・物価高騰に対応するための病院事業
会計不採算地区病院の運営に要する経費 612 万円、水沢温泉館にテレワーク環境を整備するため
の整備工事請負費 105 万円など

②
急
を
要
す
る
事
務
事
業
経
費

地域活性化起業人企業負担金 420 万円、弓張平公園支障電柱移転工事負担金370万円、特産品販
売促進業務委託料110万円、郵便料100万円、国民健康保険特別会計財政安定化支援繰出金486
万円、子育て支援医療給付費300万円、令和3年度子育て世帯生活支援特別給付金給付事業返還金
208万円、重度心身障がい児・者医療給付金200万円、病院事業会計建設改良に要する経費1800
万円、新規学卒者雇用奨励金10万円、経営所得安定対策推進事業補助金174万円、産業振興複合施
設整備基本設計業務委託料 154 万円、除雪車両用修繕料2000万円、公共下水道事業特別
会計事務費255万円、西川交流センターあいべ大ホール音響設備改修工事請負費247万円、
町施設（役場、にしかわ保育園、西川小中学校、廃校施設）光熱水費1163万円など

令和４年第４回定例会に提出された主な議案
　

議案番号 件　名 議案の主な内容

同意
第4号 教育委員会委員の任命

松田光子さん ( 吉川 ) は令和 4 年 12 月 22 日をもって任期
満了となるので、その後任として髙橋美保さん ( 吉川 ) を任
命する。

55 号 財産 ( 給食運搬車 ) の購入 給食運搬車を購入する。

56 号
西川町議会議員及び西川町長の選挙に
おける選挙運動の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例の制定

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動用自動車
の使用及び選挙運動用ビラ等の作成の公営に要する経費
に係る限度額を引き上げる。

【条例案等】

【令和４年度各会計補正予算】 　
議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

57号 一般会計 ( 第 6 号 )
①新型コロナ感染症対策 3369 万円
②急を要する事務事業経費  8645 万円
　上記（※１参照）他は人件費の組替え

1 億 2015 万円 63 億 5487 万円

58号 国民健康保険特別会計
( 第 3 号 )

マイナンバーカードの健康保険証利用
申込支援事業に伴う委託料　　1 万円
被保険者からの申請に伴う傷病手当金

32 万円
県への返還金　　　　　1337 万円

1370 万円 6 億 6982 万円

59 号 公共下水道事業特別会計
( 第 1 号 ) 西川浄化センターの需用費　255 万円 255 万円 1 億 8244 万円

60 号 介護保険特別会計
( 第 3 号 ) 令和 3 年度保険料剰余金基金積立　441 万円 441 万円 8 億 848 万円

61号 病院事業会計 ( 第 2 号 ) コロナ禍における原油価格・物価高
騰対応分医業費用経費　  612 万円 612 万円 7 億 6842 万円

62 号 一般会計 ( 第 7 号 ) 出産子育て応援交付金交付事業費 162 万円 162 万円 63 億 5649 万円

（千円以下の金額を四捨五入）

西川町議会だより 第123号　 23

　

第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
「
啓
翁
桜
議
会
」
と
銘
打
ち
、
議
員
全
員
が
桜
の
花
模
様
の
ネ
ク
タ
イ
や

ス
カ
ー
フ
を
身
に
着
け
、
出
荷
を
控
え
た
県
内
ト
ッ
プ
の
生
産
量
を
誇
る
啓
翁
桜
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
条
例
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
９
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
議
案
の
一
覧
と
審
議
結
果
は
３
ペ
ー
ジ

の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
11
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

下のＱＲコードをス
マートフォンで読み
取ると、議会録画が
視聴できます。

12月5日（月）

12月9日（金）

希
望
を
胸
に
　
新
年
を
迎
え
る

議
　
長
　
古
澤
　
俊
一

副
議
長
　
佐
藤
　
耕
二

　
　
　
　
伊
藤
　
哲
治

　
　
　
　
佐
藤
　
幸
吉

　
　
　
　
大
泉
　
奈
美

　
　
　
　
菅
野
邦
比
克

　
　
　
　
佐
藤
　
光
康

　
　
　
　
佐
藤
　
　
仁

　
　
　
　
荒
木
　
俊
夫

　
　
　
　
後
藤
　
一
夫

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
は
、
対
策
を
講
じ
な
が

ら
感
染
者
数
は
増
減
を
繰
り
返

し
、
第
８
波
と
言
わ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
冬
期
間
を
迎
え
た

今
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
や
、
隣
国
中
国
で
の
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
政
策
に
対
す
る
抗
議
活
動
な

ど
、
全
世
界
が
密
接
に
関
わ
り
合

う
現
代
社
会
の
縮
図
と
し
て
の
表

れ
で
あ
り
、
対
岸
の
火
事
と
し
て

見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
情
勢

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
経

済
情
勢
も
日
々
の
生
活
へ
大
き
な

影
響
が
で
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
乗

り
越
え
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
健
康

に
過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
、
切
に
願

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
昨
年
12
月
に
政
策

提
言
を
町
に
提
出
し
ま
し
た
。
今

後
も
町
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
町
と
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
明
る
い
年
と
な
る
よ
う
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

▲今年もよろしくお願いいたします

令和4年
第４回
定例会

令和4年
第４回
定例会

ココに注目 4～５ページを参照

ココに注目 4～５ページを参照

ココに注目 4～５ページを参照ココに注目 4～５ページを参照

ココに注目
4～５ページを参照



関係人口の創出は

子ども・子育ては

町民の憩いの場は
SDGsや

ゼロカーボンは

3000万円

160万円

総額 63億5649万円
2億2177万円追加

西川町議会だより 第123号　 45

　町民や交流人口や関係人口で町を訪れた方が、テレワークで使用でき
る場所として整備するものです。新たな人の流れを生み出すために、大
部屋、個室の４室の畳の上にカーペットを敷き、机・椅子を設置し、
Wi-Fi環境等を整えるものです。

一般会計
補正予算

　西川町交流センターあいべ敷地内に建設す
るための地盤調査、基本設計を行うものです。

　令和４年12月２日に可決・成立しました
国の第２次補正予算の中に、令和４年４月以
降に出産された方を対象に出産子育て応援交
付金を交付する事業が盛り込まれたことから、
追加するものです。
　内容は、妊娠が確認され母子手帳が　交付
されたときに5万円、出産が確認されたとき
に５万円が支給されます。

　都市部の民間企業が、最長３
年間そのノウハウや知見を活か
し地方自治体の要望に応じて、
町がかかえる課題に対して解決
できるように応援する制度です。

　産業振興複合施設の設計をした事業
者がいませんでした。どんなものがトレ
ンドになっているか等、対話会を進めて
いますが、町民と一緒に作りたいです。

　４人掛けの机を大きい大広間に３台、
小さいほうに２台です。
　利用料金は無料とし、テレワークや
交流の施設として町内外多くの方に
使ってもらいたいです。畳で利用した
いなどニーズに合った対応をしていき
ます。

　現在は一社から空き家を基軸とした
地域課題ビジネスに取り組んで頂いて
おります。今回は二社３名の方々にＳＤ
Ｇｓやゼロカーボンの西川町の今後の
取り組みへの協力、道の駅機能強化の
観点でご支援をいただきたいと想定し
ているところです。最長３年間、それぞ
れのミッションをやりきっていただき、
終了後は町の方で業務を引き継いでい
きたいと考えています。

　建築物の設計者のプロポー
ザル方式の背景はどうなって
いますか。

　３年の期間が終了したらそ
の後はどのようになりますか。

答

問

産業

子育て

関係
人口

商工・産業
産業

産業振興複合施設整備
基本設計業務委託料

水沢温泉館テレワーク環境整備工事費
出産子育て応援交付金 地域活性化起業人企業負担金

105万円420万円162万円

154万円

　ワンプレートで提供できるものとドリン
クの提供を考えています。メニュー開発
出店計画の方法、どういった期間でやれ
るかなどの調査や計画をもとに、どんな
事業者が企画に応募いただけるかサウン
ディング調査を行い、令和６年に拠点の
オープンを考えています。

　どのような事業者で場所は
どこですか。また期間はどの
くらいですか。

「月山カフェ」出店準備委託料

535万円

ここに

注目

　大広間に設置する机の数
は何台ですか。また利用料
はいくらですか。

▲現在の水沢温泉館大広間

　関係人口創出のための拠点を東京・仙台の方
面に作っていきたいという構想にもとづき、飲食
で町の食の素材を提供し、
西川町の良さを知っていた
だいた方が町を訪れてい
ただくために整備するもの
です。

答

問

答

問

答

問

※サウンディング調査（対話型市場調査）とは、町有地な
　どの活用方法について、公募により民間事業者から広く
　意見や提案を求め、民間事業者と町との直接の意見交換
　による調査。

※プロポーザル方式とは、主に業務の委託先や建築物の設
　計者を選定する際に、複数の者に目的物に対する企画を
　提案してもらい、その中から優れた提案を行った者を選
　定すること。



※質問者の動画が
　見られます。

西川町議会だより 第123号　 67

今
冬
の
雪
対
策
は
　
　
　
　

町
雪
対
策
は
と
て
も
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
対
策
で
す

　

こ
の
町
で
「
安
心
し
て

い
き
い
き
と
心
豊
か
に
住

み
続
け
る
」
た
め
に
、
今

冬
の
雪
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

融
雪
遅
延
対
策

町
道
除
雪
の
時
間
短

縮
や
経
費
削
減
等
の

た
め
に
、町
民
が
無
償
で

排
雪
場
所
を
提
供
し
て
い

ま
す
。春
の
農
作
業
に
支

障
が
出
る
場
合
、町
が
責

任
を
持
っ
て
融
雪
処
理
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　

地
区
が
行
う
融
雪
遅

延
対
策
に
つい
て
、豪
雪

対
策
本
部
の
設
置
が
な
く
と

も
補
助
対
象
と
し
、補
助
率

を
1
/
2
か
ら
2
/
3
に
し
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
除
雪
支

援
事
業
の
手
続
き
を

簡
素
化
で
き
な
い
で
す
か
。

実
績
報
告
書
に
つ
い

て
簡
素
化
し
ま
す
。

補
助
対
象
外
の
方
で
、

家
庭
の
事
情
な
ど
で

雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方
に

は
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

民
生
委
員
の
方
と
状

    

況
を
把
握
し
て
審
査

し
て
い
き
ま
す
。

荒木　俊夫　議員

安
全
対
策
の
確
認
を

こ
れ
か
ら
も
堅
持
し

て
い
き
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
策

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児

童
生
徒
が
望
む
運
行

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。保
護
者
会

等
と
環
境
づ
く
り
を
今
後

研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

問

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

町
道
除
雪

町
道
や
歩
道
等
の
除

雪
を
ど
う
実
施
し
ま

す
か
。道

路
の
除
雪
は
、
昨

年
と
同
様
の
出
動
基

準
で
午
前
８
時
ま
で
完
了

す
る
こ
と
を
目
途
に
実
施

し
ま
す
。

居
住
す
る
住
宅
が
あ

り
除
雪
が
未
実
施
の

町
道
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。町

道
宮
下
若
林
線
と

高
瀬
ウ
ド
ヤ
シ
キ
線

に
つ
い
て
は
、
地
元
と
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

除
排
雪
対
策
に
有
効

な
流
雪
溝
の
整
備
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
間
沢
地
区
か

ら
要
望
が
あ
り
流
量

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
整
備
計
画
を
立
て

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

問問 答答答

答答

問問 答答答 問

�
▲

町
道
稲
沢
線
の
除
雪

一般質問

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
路

線
バ
ス
に
係
る
園
児
、

児
童
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

安
全
対
策

バ
ス
の
置
き
去
り
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

問

問

質問事項（発言順）

※第４回定例会の傍聴者は延べ１３人でした。

傍聴席からひとこと  【高橋　諒さん／吉川】

　初めての傍聴でした。
　議会と行政の迫力ある議論に
西川の未来を感じました。

７
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の

課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考
え
方

や
疑
問
を
た
だ
す
の
が
一
般
質

問
で
す
。

　

今
回
の
第
４
回
定
例
会
で
は

７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

荒木　俊夫　議員… ……………………………… P7 

１　今冬の雪対策について
２　スクールバスや路線バスの安全対策について

菅野　邦比克　議員……………………………… P8

１　ケーシーフレーム株式会社の現状は、
　　また旧西部中学校グランドの管理について
２　志津公民館建設の見通しについて

後藤　一夫　議員… ……………………………… P9

１　西川町における今後の教育方針について

佐藤　幸吉　議員… ……………………………… P10

１　菊まつり振興について

佐藤　仁　議員… ………………………………… P11

１　インボイス制度が町に及ぼす影響と対応について
２　自然災害を含めた有事及び医療の危機管理体制について

佐藤　光康　議員… ……………………………… P12

１　６次総「はつらつ８０代をめざして」の現状について
２　入間地区での木質バイオマス発電と次世代型園芸施設について

伊藤　哲治　議員… ……………………………… P13

１　町民アンケートの結果から町づくりの課題を探る

�

町

スクールバス・路線バスの
　　　　　　　　　　安全対策は
安全対策の確認を堅持していきます
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活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
メ
リ

ッ
ト
を
大
切
に
す
る
と
い

う
立
場
に
現
在
立
っ
て
お

り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
校
の
問
題
を
、

施
設
を
一
つ
に
す
れ
ば
い

い
と
い
う
問
題
で
は
な
い

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
第

７
次
西
川
町
総
合
計
画
に

照
ら
し
た
新
た
な
教
育
振

興
計
画
を
議
論
し
て
い
く

段
階
で
も
小
中
一
貫
校
も

念
頭
に
置
き
、
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 集

会
所
と
し
て
整
備

す
る
と
地
区
10
軒
位

で
維
持
管
理
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
年
間
の
管

理
費
負
担
が
大
き
く
な
り

過
ぎ
ま
す
。
で
き
れ
ば
会

館
と
し
て
整
備
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

地
元
で
何
が
必
要
な

の
か
、
何
を
求
め
て

い
る
の
か
、
計
画
が
ま
と

ま
れ
ば
地
元
が
求
め
て
い

る
も
の
を
造
り
ま
す
。
た

だ
し
財
政
的
な
制
約
は
あ

り
ま
す
。

志
津
公
民
館
の
位
置

付
け
を
今
後
志
津
会

館
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

ま
だ
地
元
で
ど
う
い

う
も
の
が
必
要
な
の

か
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地
元
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い

て
対
応
し

ま
す
。

志
津
公
民
館

建
設
の
見
通
し
と
本

道
寺
地
区
会
や
志
津

町
内
会
と
の
話
し
会
い
は

進
ん
で
い
ま
す
か
。

建
設
場
所
に
つ
い
て

の
見
通
し
は
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。
地
元
の
方
で

話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

町
で
地
盤
調
査
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。対

話
を
通
じ
て
行
政

を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ニ
ー
ズ
を
ベ
ー
ス
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
的
な
少
子
化
の
な

か
で
、
校
舎
分
離
型
・
一

体
型
の
小
中
一
貫
校
に
移

行
す
る
自
治
体
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
西
川
町
の
教
育

の
あ
る
べ
き
姿
、
具
体
的

な
教
育
方
針
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

後藤　一夫　議員

問

７
人
の
一
般
質
問

子
ど
も
の
人
数

来
年
度
以
降
の
小
学
校

の
入
学
予
定
人
数
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

現
在
、
把
握
し
て
い

る
人
数
は
、
来
年
度

の
令
和
５
年
度
は
23
名
、

以
降
６
年
度
20
名
、
７
年

度
15
名
、
８
年
度
16
名
、

９
年
度
22
名
、
10
年
度
15

名
、
11
年
度
13
名
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
方
針

西
川
町
が
目
指
す
学

校
教
育
の
方
針
は
、

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

西
川
町
で
は
、以
前
か

ら
三
本
の
柱
を
大
切

に
教
育
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

一
本
目
の
柱
は
、子
ど
も

の
未
来
に
つ
な
が
る
土
台

を
構
築
す
る
教
育
、
二
本

目
は
、地
域
と
の
結
び
つ
き

を
大
切
に
し
た
教
育
、そ
し

て
、三
本
目
の
柱
は
、世
代

を
越
え
て
か
か
わ
り
あ
う

教
育
で
す
。

問問 答答

答 答

菅野邦比克　議員

折
衝
経
過
と
現
状

９
月
以
降
の
折
衝
経

過
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

文
書
で
の
送
付
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
何

も
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
山
形
地
方
裁
判
所
や

先
方
の
弁
護
士
か
ら
も
自

己
破
産
に
つ
い
て
の
連
絡

は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
12

月
中
に
相
手
弁
護
士
事
務

所
に
飛
び
込
み
訪
問
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
管
理

グ
ラ
ン
ド
は
木
や
草

で
荒
れ
て
い
ま
す
。

管
理
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

令
和
５
年
４
月
以
降

町
で
管
理
し
ま
す
。

担
当
課
は
総
務
課
が
担
当

し
ま
す
。今
年
は
、町
で
一

回
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

問問

問問 答答

答答

答 問問

７
人
の
一
般
質
問

町 西
川
町
に
お
け
る

　
　
今
後
の
教
育
方
針
は

町
民
総
が
か
り
で

　
　
　
次
世
代
を
育
み
ま
す

教
育
の
一
本
の
柱

保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
を
貫
く
、
一

本
の
柱
と
な
る
教
育
方
針

は
何
で
す
か
。

一
本
の
柱
と
な
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。町
全
体

を
教
室
と
し
て
、〝
共
有・協

働
・
共
生
〟を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、町
民
総
が
か
り
で
、次

世
代
を
育
む
、と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

小
中
一
貫
校

山
形
県
内
で
の
小
中

一
貫
校
の
開
設
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

小
中
一
貫
校
、
義
務

教
育
学
校
と
い
う
形

で
開
設
し
て
い
る
の
は
、

現
在
３
校
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
設
を
検
討
し

て
い
る
市
町
村
も
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

小
中
一
貫
校
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

問問問 答答

▲

�
6
年
生
の
授
業
風
景 ▲志津地区

　
町

ケーシーフレーム株式会社の現状と
旧西部中学校のグランド管理は
山形地方裁判所や先方の弁護士からは
何も連絡は受けていません。グランド
は令和５年４月以降町で管理します
　

ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー

ム
株
式
会
社
の
現
状

と
旧
西
部
中
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
の
管
理
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

志
津
公
民
館
建
設
の
見
通
し
は

町
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
ベ
ー
ス
に

　
　
　
　
対
応
し
て
い
き
ま
す

期
待
さ
れ
る
効
果
で

大
き
な
点
は
、
小
・

中
学
校
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
統
一
し

た
一
貫
性
の
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
、
確
か
な
力
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
問
題
点
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
性
を
育

て
に
く
い
、
と
い
っ
た
点

も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
一
番
危
惧
さ
れ
て

い
る
の
は
、
子
ど
も
達
の

人
間
関
係
の
固
定
化
と
い

う
こ
と
で
す
。

小
中
一
貫
校
の
対
応

西
川
町
で
は
、
今
後

も
児
童
数
が
減
少
し

ま
す
。
小
中
一
貫
校
に
つ

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

検
討
し
対
応
し
て
い
き
ま

す
か
。小

学
校
を
卒
業
し
新

た
な
校
舎
、
中
学
校

に
入
学
す
る
施
設
分
離
型

小
中
一
貫
と
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
達
も
保
護
者
も
節

目
を
実
感
し
て
、
学
校
生

答答
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　見られます。
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自
然
災
害
や
北
朝
鮮
に

よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
そ

し
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
を
ふ

ま
え
質
問
し
ま
す
。

避
難
施
設
の
周
知

町
に
は
ミ
サ
イ
ル
発

射
時
等
の
避
難
施
設

を
、
横
断
地
下
道
や
交
流

セ
ン
タ
ー
あ
い
べ
な
ど
12

か
所
あ
り
ま
す
が
、
避
難

施
設
一
覧
表
を
町
民
に
配

布
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

随
時
町
民
の
方
に
は

お
知
ら
せ
等
で
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

認
識
の
違
う
点
も
あ

る
よ
う
な
の
で
、
お

互
い
勉
強
せ
ね
ば
と
い
う

点
も
あ
り
ま
す
が
、
町
の

商
工
会
に
入
っ
て
い
る
企

業
に
対
し
て
は
商
工
会
の

対
応
を
気
に
か
け
な
が
ら
、

商
工
観
光
課
や
町
民
税
務

課
と
連
携
を
図
り
広
報
等

図
っ
て
い
き
ま
す
。

産
業
振
興
複
合
施
設

産
業
振
興
複
合
施
設

の
建
設
場
所
は
、
菊

ま
つ
り
の
定
着
し
た
あ
の

場
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
か
。
ま
た
重
陽
会
と

の
対
話
会
で
は
、
一
階
部

分
に
菊
を
展
示
で
き
る
よ

う
な
場
所
の
確
保
が
出
来

な
い
か
と
の
要
望
が
あ
っ

た
が
見
解
は
ど
う
で
す
か
。

新
た
な
土
地
を
購
入

し
て
は
難
し
い
で
す
。

町
有
地
で
あ
れ
ば
可
能
で

す
。対
話
会
を
経
て
、こ
こ

が
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。軒
下
に
菊
の
展
示
場

所
を
作
れ
な
い
か
と
な
れ

ば
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
を
申
請
す
る
と
い
う

こ
と
が
必
要
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
の
交
付
金
の
申

請
書
は
１
月
20
日
ま
で
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、パ

ー
ス
図
を
作
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。現
段
階
で

は
時
間
が
な
く
考
え
に
く

い
で
す
。重
陽
会
の
要
望
は
、

間
沢
区
か
ら
出
し
て
も
ら

い
た
い
と
回
答
し
た
が
、ま

だ
い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。

佐藤　仁　議員

７
人
の
一
般
質
問

建
設
業
へ
の
影
響

建
設
業
に
お
い
て
は
、

元
請
さ
ん
・
下
請
さ

ん
・
そ
の
下
に
個
人
事
業

主
の
方
に
よ
る
仕
事
の
流

れ
が
多
い
訳
で
す
が
、
一

人
親
方
の
方
を
含
め
イ
ン

ボ
イ
ス
の
登
録
を
す
る
・

し
な
い
で
は
消
費
税
負
担

の
形
態
が
変
わ
り
ま
す
が
、

業
界
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
相
談
は
あ
り
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
で
は
、
直

接
、
質
問
や
相
談
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
西
川

町
総
合
建
設
業
組
合
で
、
建

設
業
の
た
め
の
イ
ン
ボ
イ
ス
セ

ミ
ナ
ー
を
西
川
町
商
工
会
で

講
師
を
招
き
開
催
す
る
チ
ラ

シ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

売
上
高
１
０
０
０
万

円
以
下
の
個
人
事
業

主
に
あ
た
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方

や
直
売
所
な
ど
へ
品
物
を

納
め
る
生
産
者
、
そ
し
て

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
時
期
な
ど

臨
時
で
働
き
に
行
く
方
へ
の

影
響
や
対
応
を
、
町
と
し

て
ど
う
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

問問 答

佐藤　幸吉�議員

町
の
花
菊
の
制
定

西
川
町
の
花
は
、
水

芭
蕉
と
菊
で
す
が
、

い
つ
ど
の
よ
う
な
経
過
か

ら
指
定
さ
れ
た
の
で
す
か
。

昭
和
59
年
10
月
町
政

施
行
30
周
年
を
記
念

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

菊
は
、
秋
を
彩
り
気
高
く

静
か
に
咲
き
香
る
姿
は
平

和
な
文
化
の
里
を
目
指
す

町
民
の
崇
高
な
精
神
と
知

性
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

菊
づ
く
り
後
継
者
育
成

菊
づ
く
り
を
す
る
方

の
高
齢
化
に
よ
る
後

継
者
の
育
成
が
大
切
で
す

が
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

菊
づ
く
り
に
参
加
す

る
の
は
、敷
居
が
高
い
、

と
言
う
意
見
が
多
い
。実

行
委
員
会
と
し
て
、な
ぜ

そ
う
い
う
意
見
が
あ
る
の

か
議
論
し
て
ほ
し
い
。ま
た

町
と
し
て
の
か
か
わ
り
は
、

町
と
し
て
企
画
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
お
金
も
出
し
て

い
き
ま
す
。

問問

７
人
の
一
般
質
問

観
光
面
で
の
祭
り

コ
ロ
ナ
禍
前
は
３
千

人
を
超
え
た
入
場
者

が
い
ま
し
た
が
、
観
光
面

で
活
か
す
方
法
も
検
討
し

な
が
ら
菊
ま
つ
り
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

菊
ま
つ
り
の
期
間
で

も
、
町
外
か
ら
来
る

観
光
客
数
は
通
常
と
変
わ

ら
な
い
。
観
光
に
は
、
活

か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
菊
づ
く

り
の
技
術
的
な
面
が

強
か
っ
た
が
今
後
は
関
係

団
体
と
話
し
合
い
、
経
済

効
果
を
出
す
た
め
の
工
夫

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

経
済
効
果
を
優
先
し

菊
ま
つ
り
を
開
催
し

た
方
が
い
い
と
い
う
意
見

は
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
の
意
見
を
ふ

ま
え
、
町
の
事
業
と
し
て

行
う
の
で
あ
れ
ば
、
町
が

企
画
し
ま
す
。

財
政
確
保

財
政
上
の
支
援
で
す

が
、
町
か
ら
は
、
令

和
４
年
１
６
０
万
円
補
助

が
あ
り
、
他
に
各
団
体
の

支
援
に
よ
り
運
営
し
て
い

る
。
菊
人
形
一
体
の
値
段

も
高
く
企
画
面
で
大
変
で

す
。
そ
こ
で
入
場
料
な
ど

を
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
は
ど
う
で
す
か
。

入
場
料
に
つ
い
て
は
、

額
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
入
場
者
の
減
少
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
議
論
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

問問答

答答

答

地
震
や
ミ
サ
イ
ル
発

射
時
等
、
町
長
不
在

時
の
指
揮
命
令
系
統
に
お

い
て
の
責
任
者
は
ど
な
た

に
な
り
ま
す
か
。

危
機
管
理
担
当
の
佐
藤

総
務
課
長
に
な
り
ま
す
。

町
立
病
院
の
体
制

コ
ロ
ナ
感
染
症
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同

時
流
行
時
の
対
応
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

国
か
ら
の
情
報
提
供

を
ふ
ま
え
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

多
く
の
方
か
ら
、
病

院
が
か
か
り
つ
け
医

に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の

P
R
も
必
要
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

動
画
で
病
院
の
現
状

と
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
１

階
部
分
の
L
E
D
化
を
行

い
物
理
的
に
明
る
い
、
愛
さ

れ
る
病
院
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
、
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い

事
業
者
に
お
い
て
は
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
登
録

申
請
手
続
き
を
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

質
問
し
ま
す
。

　

今
年
で
87
回
を
迎
え
た

「
西
川
菊
ま
つ
り
」
に
つ

い
て
継
続
発
展
を
図
り
、

経
済
効
果
も
期
待
さ
れ
る

事
業
に
す
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

問 問

問問問 問

▲

答答答

答答

町

菊まつり振興は
経済効果を優先して取り組むよう
検討してほしい

答

町 イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
町
に

　
及
ぼ
す
影
響
と
対
応
は

国
の
シ
ス
テ
ム
改
修
補
助
金
等

商
工
会
と
連
携
し
対
応
し
ま
す

　
町

自然災害を含めた有事及び
　　　医療の危機管理体制は
ミサイル発射時の避難施設は、町の
HPやお知らせ版で周知を図ります

�▲国税庁のインボイス制度チラシ

答

�

▲

令
和
４
年
の
菊
ま
つ
り
開
会

セ
レ
モ
ニ
ー



※質問者の動画が
　見られます。

※質問者の動画が
　見られます。

西川町議会だより 第123号　1213

７
人
の
一
般
質
問

佐藤　光康　議員

　

町
は
高
齢
者
が
安
心
し

て
は
つ
ら
つ
と
暮
ら
せ
る

町
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

高
齢
者
人
口

町
の
高
齢
者
人
口
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
今
年
の
４
月

１
日
時
点
で
２
２
５
６
人

で
す
。
一
人
暮
ら
し
世
帯

は
前
年
比
18
人
増
加
、
老

夫
婦
の
み
の
世
帯
は
前
年

比
18
世
帯
増
加
し
て
い
ま

す
。

今
年
の
10
月
か
ら
一

定
の
所
得
が
あ
る
75

歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
費

窓
口
負
担
が
１
割
負
担
か

ら
２
割
負
担
に
な
り
ま
し

た
が
、
町
内
に
該
当
者
は

何
人
お
ら
れ
ま
す
か
。

１
３
８
人（
11
．１
％
）

で
す
。

高
齢
者
等
除
雪
支
援

今
年
度
か
ら
仕
組
み

が
変
わ
り
、
支
援
を

受
け
る
高
齢
者
が
作
業
者

に
全
額
支
払
い
、
町
の
半

額
補
助
は
、
高
齢
者
が
領

　
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
＋
次
世
代
園
芸
施
設

の
整
備
」
計
画
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

次
世
代
園
芸
施
設

こ
の
施
設
は
誰
が
設

置
す
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
ど
ん
な
規
模
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を

造
り
、
園
芸
施
設
で
何
を

栽
培
す
る
の
か
を
決
定
す

る
の
は
誰
で
す
か
。

ハ
ー
ド
事
業
は
町
が

補
助
金
を
活
用
し
て

整
備
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
来
年
度
、
調
査
が
必

要
で
す
。
ど
の
く
ら
い
の

費
用
が
か
か
る
の
か
、
ど

う
い
っ
た
企
業
が
何
社
申

し
込
む
か
、
そ
の
た
め
に

は
し
っ
か
り
と
デ
ー
タ
を

集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問

問

問問 答

答

答

７
人
の
一
般
質
問

収
書
な
ど
を
ま
と
め
て
町

に
申
請
し
た
後
に
な
り
ま

す
。
高
齢
者
の
負
担
が
あ

ま
り
に
も
大
き
く
あ
り
ま

せ
ん
か
。

民
生
委
員
に
提
出
作

成
の
支
援
を
、
業
者

の
皆
様
に
は
実
績
報
告
の

作
成
と
提
出
を
今
ま
で
通

り
ご
協
力
お
願
い
し
た
い

と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
除
雪
支
援

費
に
上
限
10
万
円
が

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

10
万
円
を
超
え
た
の
は
何

世
帯
で
す
か
。

　

ま
た
、
対
象
者
が
所
得

税
非
課
税
か
ら
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
狭
く
な
り
ま

し
た
。
昨
年
支
援
を
受
け

た
世
帯
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
出
て
き
ま
せ
ん
か
。

昨
年
支
援
を
受
け
た

１
１
５
世
帯
中
、
10

万
を
超
え
た
世
帯
は
15
世

帯
で
す
。

　

今
年
度
対
象
と
な
ら
な

い
世
帯
は
、
い
く
つ
か
出

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問 答答

�

町

６次総「はつらつ８０代を
　　 　 　 めざして」の現状は
一人暮らし、老夫婦のみの世帯が増加

伊藤　哲治　議員

地
域
公
共
交
通

通
学
す
る
子
ど
も
た

ち
は
家
族
に
頼
り
な

が
ら
し
の
い
で
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
町

を
元
気
づ
け
る
た
め
に
も

地
域
公
共
交
通
の
在
り
方

を
町
は
今
後
ど
の
よ
う
に

形
づ
く
っ
て
い
き
ま
す
か
。

地
域
公
共
交
通
の
充

実
に
対
す
る
満
足
度

は
年
齢
が
低
い
ほ
ど
低
く
、

高
齢
に
な
る
に
従
い
高
い
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
路
線
バ

ス
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
、
高

校
の
な
い
我
が
町
に
とって
通

学
す
る
高
校
生
や
保
護
者

に
とって
ダ
イ
ヤ
編
成
が
ニ
ー

ズ
に
合
って
い
な
い
等
が
見
ら

れ
ま
す
の
で
、
道
の
駅
に
し

か
わ
寒
河
江
線
の
寒
河
江
駅

で
の
午
後
2
時
台
と
同
5
時

台
、
羽
前
高
松
駅
・
県
立

河
北
病
院
線
の
谷
地
高
前
で

の
午
後
4
時
台
そ
れ
ぞ
れ
の

増
便
に
向
け
、
関
係
機
関

と
調
整
を
図
って
い
き
ま
す
。

ま
た
、
公
共
交
通
全
体
で
は
、

利
用
者
目
線
で
使
い
勝
手
の

良
い
体
系
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

問

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
公
共
交
通
の
充
実
を
望

む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
民
間
バ
ス
会
社

が
撤
退
し
て
か
ら
町
内
の

民
間
事
業
所
に
委
託
し
町

民
の
足
を
守
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
地
域
公
共
交

通
の
在
り
方
と
課
題
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

町 町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

今
後
の
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
は

増
便
を
関
係
機
関
と
調
整
し
、

　
利
便
性
の
向
上
を
図
り
た
い

物
販
輸
送

乗
車
人
数
が
少
な
い

日
中
帯
の
運
行
形
態

を
物
販
輸
送
等
に
も
対
応

す
る
な
ど
多
種
多
様
な
形

で
運
行
で
き
る
地
域
公
共

交
通
体
系
へ
の
変
更
は
で

き
な
い
の
か
、
ま
た
、
そ

の
場
合
拠
点
と
な
る
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
ど
こ
に
設

置
し
ま
す
か
。

し
か
る
べ
き
手
続
き
を

取
れ
ば
、
制
度
的
に

は
可
能
か
と
考
え
ま
す
が
、

ダ
イ
ヤ
編
成
、
車
両
の
や
り

く
り
、
乗
務
員
の
対
応
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
の
調
整

等
が
必
要
か
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
バス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拠

点
地
と
し
て
は
道
の
駅
に
し

か
わ
に
で
き
な
い
も
の
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
西
部
地
区

へ
の
ア
ク
セ
ス
等
整
備
も
し

や
す
く
な
る
と
専
門
家
よ

り
聞
い
て
お
り
ま
す
。
町
民

と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
来

年
度
か
ら
よ
り
良
い
ダ
イ
ヤ

編
成
等
実
施
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
き
ま
す
。

利
用
の
意
識
づ
け

運
行
体
系
が
不
便
だ

か
ら
利
用
し
な
い
家

族
に
頼
る
な
ど
の
意
識
を
、

地
域
公
共
交
通
機
関
を
積

極
的
に
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
中
の
活
気
を
呼

び
起
こ
す
方
向
に
意
識
改

革
を
醸
成
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
ど
ん

な
方
策
が
あ
り
ま
す
か
。

町
民
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
・
乗
って
い
た

だ
く
こ
と
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベン
ト
開
催
時
に
無

料
で
体
験
乗
車
し
て
い
た
だ

く
な
ど
便
利
な
事
を
体
験

し
て
ほ
し
い
。

委
託
条
件

地
域
公
共
交
通
機
関

で
働
く
従
業
員
の
雇

用
条
件
を
向
上
さ
せ
、
優

秀
な
人
材
が
集
ま
る
よ
う

町
の
委
託
条
件
を
見
直
す

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

委
託
条
件
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

参
考
資
料
等
い
た
だ
き
、
積

算
を
行
い
入
札
の
う
え
決
め

て
お
り
ま
す
。
雇
用
条
件

に
つ
い
て
は
事
業
所
に
ご
努

力
を
願
い
た
い
。
委
託
条
件

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
参

考
と
な
る
資
料
等
に
基
づ
き
、

協
議
、
確
認
を
行
い
な
が
ら

必
要
な
見
直
し
に
つ
い
て
は

見
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
燃
料
費
の

高
騰
に
伴
う
見
直
し
に
つい

て
は
年
度
末
の
実
績
に
基
づ

い
て
清
算
を
し
て
い
き
ま
す
。

�▲

入
間
地
区
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

候
補
地

問答

問答
町 入

間
地
区
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
と
次
世
代
型
園
芸
施
設
は

ハ
ー
ド
事
業
は
町
が
補
助
金

　
を
活
用
し
て
整
備
し
ま
す

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
芸
施
設
に
つ

い
て
は
指
定
管
理
を
行
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
コ

ン
ペ
形
式
で
提
案
を
い
た

だ
い
て
そ
の
中
で
一
番
現

実
的
な
も
の
を
選
択
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

問答



令和3年度事業

行政評価
【事務事業評価】

21

19

17

19

必要性

妥当性

効率性

成果

20

18

5

必要性

妥当性

効率性

23

24

必要性

妥当性

16

13

8

7

必要性

妥当性

効率性

成果

19

19

16

18

必要性

妥当性

効率性

成果

13

13

10

12

必要性

妥当性

効率性

成果

21

22

13

17

必要性

妥当性

効率性

成果

20

20

15

13

必要性

妥当性

効率性

成果

19

20

15

16

必要性

妥当性

効率性

成果

必要性
・ 町民に必要な事業か　・ 社会情勢から実施が適切か
・ 町が主体となって関与すべきか

妥当性
・ 他事業とサービスが重なっていないか
・ 他自治体と比べ適切か　・ 町民目線として適切か

効率性
・ 事業の手法は効率が良いか　・ 受益者負担は適正か
・ コスト削減の余地はないか

成　果
・ 事業の目的が達成されているか
・ 前年以前と比較し成果は上がっているか

ふるさと納税
対策事務 

路線バス事業に
要する経費

76点

78点 48点

44点

 

72点

68点73点

70点

移住定住に
要する経費

    

社会福祉協議会
補助事業

15

13

8

7

必要性

妥当性

効率性

成果

43点老人福祉センター
運営補助

仁田山放牧場事業月山湖
カヌースプリント
競技場

二次交通対策事業小水力発電事業

マイロード
整備事業

ふるさと納税対策…事業実施における委託料、事務
手数料等の経費削減のため、システム（仕組み）の検
討が必要である。
 路線バス事業…個人の多様な意見や地域特性もあ
り、アンケートなども取り入れながら、住民のニーズ
に応え理解を得られる方策が必要である。
 月山湖カヌースプリント競技場…艇庫建設の計画が
あるが、カヌー競技に関する全体ビジョンを作成し方
向性を明確にすることが重要である。
 小水力発電事業…地元にもう少し還元できればいい
と思う。安定した収入となるようすべきである。
 仁田山放牧場事業…今後は投資を減らして、採算に
合う頭数を確保するかにかかっている。民間業者に
委託するなど、運営について考慮すべきである。

①

②

③

⑤

④

主なコメント

5成果

14

17

効率性

成果

48点評価のための４つの視点評価のための４つの視点評価のための４つの視点評価のための４つの視点

　議会による今年度の行政評価は、令和３年度に町が実施した事業のう
ち10事業について４つの視点ごとに25点、合計100点満点で評価しま
した。その結果を掲載します。評価に関する意見を記した評価シートは、
議会ホームページに掲載しているほか議会事務局で閲覧可能です。

好転の兆しみえるも課題多し
　移住定住に要する経費、社会福祉協議会、老人福祉センター、
仁田山放牧場事業で多くの課題が見えるものの、令和４年度事
業において活発化している事業も見られることから、令和5年
度にも引き続き期待をしたい。

議会の総括

西川町議会だより 第123号　1415



西川町議会だより 第123号　1617

１
．
更
な
る
充
実
策

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

(1)
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
月
山

ラ
イ
ナ
ー
」

　

現
在
は
山
形
空
港
と
Ｊ

Ｒ
さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅
を

起
点
と
し
て
い
る
が
、
山

形
駅
を
起
点
と
し
た
ル
ー

ト
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

(2)
定
額
タ
ク
シ
ー
「
西
川

イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス
タ
ク

シ
ー
」

　

高
速
道
路
バ
ス
ス
ト
ッ

プ
西
川
Ｉ
Ｃ
停
留
所
の
場

所
に
問
題
が
あ
り
、
場
所

を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
月
山
口
停
留
所
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

議
会
活
動
の
成
果
を
提
言
に

議
会
か
ら
町
へ
政
策
提
言
書
を
提
出

二
次
交
通
対
策
に
つ
い
て 社

会
福
祉
協
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▲12月15日、菅野町長に政策提言を提出

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

８
波
と
言
わ
れ
る
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
活

動
の
重
要
な
取
組
み
で
あ

る
「
町
民
と
議
会
と
の
対

話
の
集
い
」
と
先
進
地
へ

の
行
政
視
察
研
修
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
に
十
分
配

慮
し
た
上
で
、
所
管
事
務

調
査
等
を
重
ね
、
令
和
３

年
度
事
業
の
行
政
評
価
の

結
果
（
14
～
15
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
議
会
活
動
の
成
果
の

一
つ
で
あ
る
「
政
策
提

言
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

※
政
策
提
言
書
は
議
会
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

Ⅰ　

提
言
の
背
景
・
趣
旨

　

近
年
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
、
毎
年
の
よ
う

に
起
き
る
自
然
災
害
、
さ

ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る

経
済
的
な
影
響
や
自
粛
生

活
な
ど
に
よ
っ
て
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
「
誰
も
が

安
心
し
て
く
ら
す
こ
と
が

で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
、
町
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ

(5)
近
年
頻
発
に
発
生
し
て

い
る
災
害
に
対
し
、
対
応

で
き
る
組
織
体
制
や
訓
練

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

(6)
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
を
充
実
さ
せ
、
体
制
を

抜
本
的
に
強
化
す
る
た
め

に
全
世
代
か
ら
な
る
検
討

委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で

あ
る
。

２
．
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(1)
温
泉
を
活
用
し
多
く
の

町
民
が
集
え
、
老
若
男
女

問
わ
ず
気
軽
に
利
用
で
き

る
施
設
に
す
べ
き
で
あ
る
。

(2)
老
人
福
祉
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
生
活
相
談
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、
災
害

対
応
な
ど
社
会
福
祉
全
体

の
中
心
施
設
と
な
る
よ
う

改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

(3)
独
自
財
源
の
確
保
や
補

助
金
を
含
め
、
財
源
の
充

実
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

町
民
が
納
め
て
い
る
会
費

の
確
保
と
そ
の
有
効
活
用

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

(4)
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

正
式
名
称
で
あ
る
が
、
町

民
の
身
近
な
施
設
と
な
る

よ
う
親
し
め
る
愛
称
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅰ　

提
言
の
背
景
・
趣
旨

　

本
町
を
目
的
地
と
す
る

観
光
客
の
利
便
性
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
交
流
人
口

や
関
係
人
口
の
増
加
を
目

指
す
観
点
か
ら
、
大
変
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
鉄
道
や
空
港
、
そ

し
て
路
線
バ
ス
と
い
っ
た

一
次
交
通
と
、
そ
こ
か
ら

本
町
へ
と
つ
な
が
る
二
次

交
通
の
連
結
、
整
備
及
び

充
実
は
、
観
光
立
町
を
標

榜
す
る
西
川
町
に
と
っ
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
観
光
地
か
ら
本

町
を
選
ん
で
い
た
だ
く
に

は
、
東
京
や
仙
台
な
ど
の

大
都
市
か
ら
、
身
近
な
存

在
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

き
た
二
次
交
通
対
策
事
業

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
始

ま
る
第
７
次
西
川
町
総
合

計
画
に
お
い
て
も
重
要
な

観
光
戦
略
の
一
つ
で
あ
る

と
捉
え
、
そ
の
充
実
策
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

Ⅱ　

提
言
内
容

　

二
次
交
通
対
策
事
業
は

こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

来
年
度
以
降
も
改
善
し
、

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
内
容
の
充
実
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
周
知
方

法
に
つ
い
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
活
用
を
図
り
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
し
た
観
光
客

の
誘
致
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
の

新
た
な
変
化
に
対
応
す
べ

く
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

提
言
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

令 和 4 年 度

政策提言

た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に

よ
る
地
域
の
福
祉
力
が
低

下
し
、
ま
す
ま
す
そ
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
西
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
は
職
員
数

や
財
源
が
乏
し
く
、
住
民

や
地
域
が
求
め
る
福
祉
業

務
を
十
分
に
担
う
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

地
域
福
祉
の
充
実
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

強
化
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
災
害
物
資
の
受

け
入
れ
や
活
動
支
援
の
充

実
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
、

次
の
提
言
を
し
ま
す
。

Ⅱ　

提
言
内
容

１
．
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　

組
織
強
化

(1)
町
民
の
全
世
代
が
求
め

る
き
め
細
か
な
福
祉
業
務

が
計
画
的
に
実
施
で
き
る

職
員
数
を
確
保
す
べ
き
で

あ
る
。

(2)
福
祉
分
野
は
業
務
内
容

が
広
く
そ
し
て
専
門
的
で

あ
る
の
で
、
専
門
職
の
職

員
（
社
会
福
祉
士
等
）
配

置
す
べ
き
で
あ
る
。

(3)
行
政
か
ら
指
示
さ
れ
た

業
務
だ
け
で
な
く
、
町
民

福
祉
の
充
実
を
図
る
事
業

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

(4)
町
民
が
納
め
て
い
る
会

費
の
確
保
と
そ
の
有
効
活

用
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
行
政

が
で
き
な
い
分
野
を
担
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
町
は

補
助
金
な
ど
の
支
援
を
強

化
し
、
財
源
の
充
実
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
周
知
方
法
に
つ
い
て

(1)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

西
川
町
や
一
般
社
団
法

人
月
山
朝
日
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

二
次
交
通
に
つ
い
て
、
誰

で
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
し
、

必
要
な
情
報
を
選
べ
る
よ

う
に
整
理
す
べ
き
で
あ
る
。

(2)
制
度
の
内
容

　

Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

簡
潔
化
に
努
め
る
こ
と
。

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
工

夫
す
べ
き
で
あ
る
。

�▲

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

所
管
事
務
調
査



　令和４年11月15日(火)に西川中学校ＰＴＡ役員のみなさんと、１１月１７日(木)に西川町
総合建設業組合役員のみなさんと、対話の集いを開催し、多くのご意見をいただきました。
　意見交換の詳しい内容については、「実施報告書」を作成し、町ホームページに掲載して
いますので、ご覧ください。
　今回の議会だよりでは、対話の集いでの主なご意見等を紹介します。

西川町議会だより 第123号　1819

議会の動き議会の動き

議会の傍聴にお越しください
新型コロナウイルス感染
症予防のため以下の対策
にご協力ください。
①マスクの常時着用
②手指消毒の徹底
③座席の間隔の確保

次回定例会は
3月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（3月2日からの予定）

議会全員協議会
■12月2日　　　政策提言の進捗状況ほか
■12月８日　　　政策提言書等最終調整

議会運営委員会
■11月８日　　　令和４年第5回臨時会の運営
■11月21日　　令和４年第６回臨時会の運営
■11月2４日　　令和４年第４回定例会の運営

総務厚生常任委員会
■10月21日　　月山湖カヌースプリント競技場及び
　　　　　　西川町老人福祉センターに関する所
　　　　　　管事務調査
■11月８日　　　教育に関する所管事務調査
■11月17日　　事務事業評価、政策提言協議
■11月25日　　政策提言協議
■12月８日　　　請願の審査、政策提言協議

産業建設常任委員会
■10月６日　　　仁田山放牧場及び大井沢小水力発
　　　　　　電に関する所管事務調査
■10月13日　　事務事業評価、政策提言協議
■11月９日　　　事務事業評価、政策提言協議
■11月1６日　　事務事業評価、政策提言協議
■11月2９日　　事務事業評価、政策提言協議
■12月８日　　　政策提言協議

広報公聴常任委員会
■12月９日　　議会だより123号編集会議
■12月13日　入稿前編集会議
■12月1９日　第1回校正
■12月23日　第2回校正
■12月27日　第3回校正
■1月６日　　　第４回校正、校了

その他
■10月2４日　　山形県町村議会議員研修会
■11月４日　　　大江西川両町協議会総会、研修会
■11月7日　　　西村山地方議長協議会議員研修会
■11月15日　　西川中学校PTA役員の皆さんとの
　　　　　　町民と議会の対話の集い
■11月17日　　西川町総合建設業組合役員の皆さ
　　　　　　んとの町民と議会の対話の集い
■12月15日　　事務事業評価報告書並びに政策提
　　　　　　言書提出
■12月20日　　村山地方町村議会議長会議員合同研修会

　

令
和
４
年
第
５
回
臨
時

会
が
11
月
11
日
に
開
催
さ

れ
、
今
回
は
補
正
予
算
案

１
件
が
上
程
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
第
53
号　

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

　

内
容
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
物
価
高
騰
対
策
及

び
急
を
要
す
る
事
務
事
業

の
経
費
に
か
か
る
補
正
で

　

令
和
４
年
第
６
回
臨
時

会
が
11
月
24
日
に
開
催
さ

れ
、
今
回
は
条
例
案
１
件

が
上
程
さ
れ
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

議
題
54
号　

西
川
町
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

　

内
容
は
、
本
町
の
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
に
つ
い
て
、

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物

価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
し
た
「
物
価
高

騰
対
策
支
援
商
品
券
」
発

行
事
業
費
３
５
３
７
万
７

千
円
及
び
移
動
販
売
事
業

者
支
援
給
付
金
１
５
０
万

円
を
追
加
し
、
合
わ
せ
て

３
６
８
７
万
７
千
円
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

　

急
を
要
す
る
事
務
事
業

の
経
費
に
か
か
る
補
正
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

人
事
院
勧
告
及
び
山
形
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

第5回臨時会
・

第6回臨時会

第
５
回
臨
時
会

　

11
月
11
日

第
６
回
臨
時
会

　

11
月
24
日

団
体
活
動
補
助
金
１
６
９

万
８
千
円
を
追
加
し
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
の
各
事
業
へ
の
充
当
振

り
替
え
に
伴
い
基
金
積
立

金
１
５
８
０
万
円
を
減
額

し
、
町
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
係

る
広
告
料
７
０
７
万
２
千

円
と
月
山
志
津
温
泉
地
内

の
廃
屋
撤
去
補
助
金
と
し

て
６
９
０
万
９
千
円
を
追

加
し
、
み
ど
り
団
地
募
集

チ
ラ
シ
な
ど
の
印
刷
費
を

委
託
料
か
ら
組
み
替
え
る

も
の
で
す
。

口座番号　00000

参
加
者
の
方
々
の
声

★
保
護
者
等
の
意
見
を
ま

と
め
て
、
11
月
７
日
に
要

望
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

内
容
の
主
だ
っ
た
も
の

と
し
て
は
、
通
学
路
に
関

す
る
危
険
な
場
所
に
つ
い

て
何
と
か
対
処
で
き
な
い

か
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
自

転
車
通
学
に
関
し
て
は
、

夜
間
通
行
す
る
際
の
街
路

灯
を
増
設
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
を
、
さ
ら
に
、

道
路
の
草
刈
り
が
不
十
分

で
道
幅
が
狭
く
な
っ
て
い

る
箇
所
の
対
応
に
つ
い
て

参
加
者
の
方
々
の
声

★
２
年
前
位
か
ら
材
木
が

値
上
が
り
し
、
現
在
高
止

ま
り
し
て
い
ま
す
。
材
木

が
無
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
30
坪
２

千
万
位
で
建
て
ら
れ
た
家

が
、
２
５
０
０
万
か
ら
２

８
０
０
万
円
近
く
な
っ
て

お
り
、
３
千
万
円
近
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
設
備
も

品
薄
で
値
段
が
高
止
ま
り

し
て
お
り
、
大
変
な
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
町
の
補
助
金
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
も
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
仕
事
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

町
内
の
定
住
し
て
い
る
方

の
新
築
物
件
が
こ
こ
数
年

極
端
に
少
な
い
。
若
い
人

は
若
者
向
け
ア
パ
ー
ト
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
る
が
寒
河
江
、
山
形
、

天
童
関
係
に
、
子
ど
も
が

の
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
１
、

２
年
生
が
早
く
帰
る
日
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
バ
ス
の
時
間
の
関

係
で
子
ど
も
た
ち
が
昼
か

ら
午
後
４
時
ま
で
待
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
こ
と

に
関
し
て
も
対
応
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
と
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

★
現
在
、
西
川
小
学
校
、

中
学
校
に
お
い
て
、
不
登

校
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
者
の
方
々
も

集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

を
活
動
の
場
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
と
い
っ
た
声

も
あ
り
ま
す
。

★
部
活
動
は
あ
り
ま
す
が
、

多
様
性
が
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
多
様
な
選
択
肢

小
学
校
に
入
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
出
て
い
く
傾
向
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
出
て
い

く
理
由
を
聞
い
た
り
、
そ

う
い
う
人
た
ち
を
町
に
留

め
る
政
策
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

★
以
前
は
２
年
先
、
３
年

先
ま
で
仕
事
が
見
え
て
い

た
が
、
近
ご
ろ
は
来
年
の

仕
事
さ
え
見
え
な
い
状
況

で
す
。
人
口
が
少
な
く
、

町
内
の
仕
事
だ
け
で
は
食

べ
て
い
け
な
い
の
が
現
状

で
す
。
仕
事
を
ど
う
や
っ

て
探
す
か
、
今
回
の
よ
う

に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
話

す
場
が
こ
れ
か
ら
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

が
あ
れ
ば
、
い
じ
め
等
の

防
止
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

★
他
の
市
町
村
で
は
不
登

校
の
子
も
受
け
入
れ
る
セ

カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
等
も
あ

り
、
受
け
皿
に
な
っ
て
い

ま
す
。
家
と
学
校
だ
け
で

な
く
第
３
の
場
所
が
あ
れ

ば
、
ま
た
社
会
に
出
て
い

く
つ
な
が
り
が
で
き
て
く

る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

町民と議会の対話の集い

西
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

み
な
さ
ん
と
の
対
話
の
集
い

西
川
町
総
合
建
設
業
組
合
役
員

の
み
な
さ
ん
と
の
対
話
の
集
い

ご
参
加
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▲西川町総合建設業組合役員のみなさん

▲西川中学校ＰＴＡ役員のみなさん
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西川町議会だより 第123号　20

【表紙「にしかわ保育園運動会」について】
　保育園の子どもたちが楽しく走っている様子が見られていいと思います。子どもの
笑顔があると、手に取って見たくなってしまいます！元気をもらえていいですね。
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～議会だより 122 号の
               アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

　西川町議会では 10 名の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
し、今回から新たなモニターの皆さまが担当します。アンケートで寄せられた
ご質問やご意見には、きちんとお答えしています。読者モニター以外の方もお
気軽にお問い合わせください。

ご感想を

お寄せくだ
さい

Ｍ
．Ａ
さ
ん

Ｋ
．Ｈ
さ
ん

Ｙ
．Ｙ
さ
ん

Ｉ
．Ｙ
さ
ん

編
　後
　集
　記

　時代のニーズに合わせて行くことはとても大切なことだと思います。我々議会でもタブレッ
トを導入し、ペーパーレス化に取り組んでいます。独自のアピールいいですね！啓翁桜のやさ
しく、明るい雰囲気に合わせたものなど良さそうですね。

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

　

昨
年
の
12
月
に
放
映
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ「
限
界
集

落
に
住
ん
で
み
た
山
形
編
」

は
、本
道
寺・月
岡
集
落
の
高

齢
者
の
元
気
な
姿
を
映
し
出

し
、視
聴
者
に
大
き
な
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、少
し
ず
つ
町
や

地
区
の
行
事
が
復
活
し
て
い

ま
す
。私
の
地
区
で
も
、久
し

ぶ
り
に
秋
祭
り
を
行
い
、グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
健
康
ま
つ

り
の
後
に
お
餅
が
振
舞
わ
れ
、

地
元
の
人
た
ち
の
笑
顔
が
飛

び
交
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
外
の
交
流
も
活
発
化

し
て
い
ま
す
。お
互
い
に
リ
ス

ペ
ク
ト（
尊
敬
）し
な
が
ら
、

素
敵
な
笑
顔
が
広
が
る
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
期

待
し
ま
す
。

�

（
佐
藤　

光
康
）

ファクシミリ：７４－2６０１　　住所：海味510番地
　　　メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

　お忙しいところ、本誌モニターになっていただき、また、大変ありがたいご感想もいただき、
感激しております。これからも、西川町についてご理解いただくための一助となれるよう、我々
議員も頑張ってまいります。

　マイナンバー交付率については、山形県１位で、全国でも上位となっております。町民のみな
さんの意識の高さの賜物だと思います。凄いですね！

【その他】
　今回、モニターをさせていただき、恥ずかしながら、初めて隅々まで読ませていただ
きました。西川町の現状と問題点を知るためにも、とても大切な広報誌だと改めて感じ
ました。今後共、よりわかりやすく読みやすいだよりをお願いいたします。

　ありがとうございます。子どもの笑顔が表紙にあると、やはり手に取ってしまいますよね。我々
も皆さんからのアンケートから元気をいただいております。

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》
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《
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委
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》

　

委
員
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大
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奈
美

　

副
委
員
長　

佐
藤　

光
康

　

委　

員　
　

菅
野
邦
比
克

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

　

委　

員　
　

後
藤　

一
夫

【決算特別委員会（担当課説明、審議、採決）を読んで】
　マイナンバーカード交付率75％を目指し、町・商工会ほか各団体が目標達成に向け協力
しあっていることはすばらしい。

【決算特別委員会（担当課説明、審議、採決）を読んで】
　時代のニーズに合わせて行っていくことを願います。タブレット授業も普通に組み込
まれているし、これは本当に便利だと思いました。啓翁桜は、各市町村でも作っている
ので、西川町ならではのアピール性を入れながら届けて頂ければ、うれしいです。（手
書きのメッセージやがっさんくんのポストカードを入れたら、心が和む）


